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　また、魚は成長の幅が畜産に比べ大きい。つまり、0.2g の稚魚から数 kg の親魚まで数万倍の
開きがある。おのずと魚の口に合った餌自体のサイズも変わってくる。したがって、一魚種あた








チョビは主に南米ペルーで漁獲、加工され、魚粉 14 と魚油 15 になる。この魚粉が飼料の要となる。
３.２　飼料価格





































して、 年なので 年ぐらい、 年までかかっていないですけれども、 年 年かけ
て、他社と変わらない価格帯の餌でサステナブルな餌を作ることに成功しているんです 。






















ンをしたりして、2007 年なの 12 年ぐらい、12 年までかかっていないですけれども、
５年 10 年かけて、他社と変わらない価格帯の餌でサステナブルな餌を作ることに成功し
ているんです 25。
　同社は、実際に養殖場でデータをとり、魚粉含有率 30％の “Sustain” が魚粉含有率 50％の飼
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料と同等であることを証明したのである。この根底には、スクレッティングの使命である「未来
を養う（Feeding the future）」があげられる。それは、ビジネスの本質とは、持続可能性であ





















Council 以下 MSC と記す）」や「責任ある供給のための国際魚粉および魚油組織基準」

















　増肉係数とは英語で Feed Conversion Ratio といい、１キロ太らせるために必要な飼料の量を
示す値のことである。クロマグロでは、13 ～ 15 といわれ 35、ブリ類 2.8、マダイ 2.7、ギンザケ 1.5、
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図表２：飼料会社をとりまく重要性と困難性
　今後の飼料会社および水産養殖の課題として、違法・無報告・無規制（IUU：illegal 




 Chris Loew（2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. 
・ Food and Agriculture Organization (2020) THE STATE OF WORLD FISHERIES AND 
AQUACULTURE SUSTAINABILITY IN ACTION FAO.
・ SeafoodSource staff（2010） “Yellowtail farmers look to curb fishmeal use” SeafoodSource 
News, June 22, 2010. 
 井戸篤史（2018）「日本のブリ養殖と ASC 認証是か非ではないもうひとつの道」『養殖ビジネス』
2018 年３月。
・ 内田亨（2016）「水産養殖事業のビジネスモデル構築へ向けて：持続的に魚を食卓に上げるた
めには」『システム創造思考法第 3 回研究部会発表会』2016 年９月５日、於：早稲田大学。
・ 小野征一郎、中原尚知（2009）「魚類養殖業の現状と課題」『水産増殖』57（1）。
・ 坂口功（2018）「国際養殖認証制度の特徴と認証取得の課題」『養殖ビジネス』2018 年３月。
 水産庁（2017）『平成 29 年度 水産白書』水産庁。















１  Food and Agriculture Organization （2020） THE STATE OF WORLD FISHERIES AND 
AQUACULTURE SUSTAINABILITY IN ACTION FAO によれば、世界の魚の生産量は 2018 年に約 1
億 7,900 万トンに達し、養殖製品は総生産量の 46％、人間が消費する魚の 52％を占めている。
２  The World Bank （2013） FISH TO 2030 Prospects for Fisheries and Aquaculture The World Bank




World Benchmarking Alliance ホームページ https://www.worldbenchmarkingalliance.org/publication/
seafood-stewardship-index/rankings/（2021 年１月９日）。
４  World Benchmarking Alliance ホームページ https://www.worldbenchmarkingalliance.org/publication/
seafood-stewardship-index/rankings/（2021 年１月９日）。
５  「Seafood Stewardship Index」World Benchmarking Alliance ホームページ https://www.
worldbenchmarkingalliance.org/publication/seafood-stewardship-index/key-findings/key-finding-01/
（2021 年１月９日）。
６  「スクレッティングが創立 20 周年セミナー：『持続可能な養殖』への取り組みを訴求」『アクアネット』2017
年 12 月号。
７ 深田陽久（2017）「養殖ブリの品質改良の現状と展望」『冷凍』2017 年３月号第 92 巻第 1073 号。
８ 深田陽久（2017）「養殖ブリの品質改良の現状と展望」『冷凍』2017 年３月号第 92 巻第 1073 号。
９  生餌、魚粉、魚油などを混ぜ合わせて成型した半生固形飼料。すくも湾漁業協同組合ホームページ http://
www.sukumobay.com/yousyokugyo.htm（2021 年１月 10 日）。
10  主に魚粉を成型して乾燥させた乾燥固形飼料。すくも湾漁業協同組合ホームページ http://www.sukumobay.
com/yousyokugyo.htm（2021 年１月 10 日）。
11  主に魚粉を高温高圧の成型機で処理した乾燥固形飼料。すくも湾漁業協同組合ホームページ http://www.
sukumobay.com/yousyokugyo.htm（2021 年１月 10 日）。
12  内田亨（2016）「水産養殖事業のビジネスモデル構築へ向けて：持続的に魚を食卓に上げるためには」『シス
テム創造思考法第３回研究部会発表会』2016 年９月５日、於：早稲田大学。
13  ブリ、マダイにおける給餌養殖の個人経営体で 63.8％、会社経営体 68.8％（水産庁「漁業経営の動向」『平
－ 125 －










17  Chris Loew （2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/how-unstable-
supply-is-forcing-japanese-fish-farmers-to-get-creative （2021 年１月７日）
18  Chris Loew （2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/how-unstable-
supply-is-forcing-japanese-fish-farmers-to-get-creative （2021 年１月７日）。
19  Chris Loew （2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/how-unstable-
supply-is-forcing-japanese-fish-farmers-to-get-creative （2021 年１月７日）。
20 主に加工食品や豚、鶏等の家畜飼料の原料。
21  Chris Loew （2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/how-unstable-
supply-is-forcing-japanese-fish-farmers-to-get-creative （2021 年１月７日）。
22  Chris Loew （2016） “How unstable supply is forcing Japanese fish farmers to get creative” 
SeafoodSource News, June 21, 2016. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/how-unstable- 
supply-is-forcing-japanese-fish-farmers-to-get-creative （2021 年１月７日）。
23  SeafoodSource staff （2010） “Yellowtail farmers look to curb fishmeal use” SeafoodSource News, June 22, 
2010. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/yellowtail-farmers-look-to-curb- fishmeal-use 
（2021 年１月７日）。
24  SeafoodSource staff （2010） “Yellowtail farmers look to curb fishmeal use” SeafoodSource News, June 22, 
2010. https://www.seafoodsource.com/news/aquaculture/yellowtail-farmers-look-to-curb-fishmeal-use 
（2021 年１月７日）。
25 スクレッティング株式会社濱﨑祐太氏インタビュー （2020 年２月 26 日）。
26  World Benchmarking Alliance ホームページ https://www.worldbenchmarkingalliance.org/publication/
seafood-stewardship-index/rankings/ （2021 年１月９日）。
27 スクレッティング株式会社濱﨑祐太氏インタビュー （2020 年２月 26 日）。
28  Aquaculture Stewardship Council（水産養殖管理協議会）は、WWF（世界自然保護基金）と IDH（オラ
ンダの持続可能な貿易を推進する団体）の支援のもと、2010 年に設立された独立した国際的な非営利団体。
ASC の責任ある養殖水産物のための認証とラベリングの制度が世界をリードするものになることを目指して
いる。https://www.asc-aqua.org/ja/about-asc/ （2021 年１月 10 日）。




31 スクレッティング株式会社濱﨑祐太氏インタビュー（2020 年２月 26 日）。
32  2006 年にスイスのチューリッヒで設立された責任ある大豆の生産、貿易、使用の成長促進する非営利団体で、
生産から消費までの大豆のバリューチェーンに関係する人々との協力を通じて機能。責任ある大豆に関する












Proterra Foundation ホームページ　https://www.proterrafoundation.org/ （2021 年１月 10 日）。
35 小野征一郎、中原尚知（2009）「魚類養殖業の現状と課題」『水産増殖』57 （1），149－164 頁。




38  高桑史明（2018）「低魚粉飼料で使用される代替原料の種類と消化性」『養殖ビジネス』2018 年７月。
39  高桑史明（2018）「低魚粉飼料で使用される代替原料の種類と消化性」『養殖ビジネス』2018 年７月。
40 「IUU 漁業指数」（IUU Fishing Index）で日本は 152 カ国中、133 位であった。
－ 127 －
